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グリン轟タフ(緑魚凝灰岩)

��

成活動について初めて総括したのは棚井助教授なら

びに新堀博士(1951)であるが火成活動力茎新第三系の

地層の対比に利用されうることを立証したのは高橋博

士･八木次男博士･柴田荘三博士(1934)である(第1

表).高橋純一博士(1932)は青森県｡秋田県･新潟

グ田ン･タフ

県にわたる油固地帯の緑色凝灰岩を総括し第2表のよ

うにグリン･タフを基底緑色凝灰岩と新緑色凝灰岩に分

けられ火山層序学的に研究されその見通しの適確さ

が今日の研究者によって証明されてv･る.

棚井助教授らは行政単位をとってそれぞれの地域に

おける火成活動について次のように述べている(第3

表･第4表･第5表).青森地方の津軽地域についてみ

おと双六階(現在使われている門前期にほぼあたる)

には輝石安山岩角閃石安山岩などの多少基性な安1⊥1岩

第1表

犬灘一機

の活動が行なわれ宋朝は粗繭拷質になる昔青島階

(台島1酉籍況期にほぽあたる)の火成活動は流紋砦があ

り東部1ごは玄斌岩質剣五曙の岩床秘最下帯にある岳

女州1船川階(女州母船川剃ζほぽあた蕃)の煎判ζは

玄武砦の着床払冠られ後串はは石英安山堵の活動が鋤

られζの凄つの活動の即聞期紀局部約な複輝石安山

堵の避発がある｡北浦1脇本階(天徳寺曲笹脚期1こほ

ぼあたる)の火成活動は石英安山岩類で代表される.

次に秋田県地方についてみると双六階の火成活動は全

地域が安山岩の活動で始まっている.この中期には黒雲

母花開閃緑岩や石英閃緑岩～花闇閃緑岩カミ貫入している.

さらにこの階の中期から末期にかけて流紋岩が活動

を始めている.台島階の火成活動は共通性のある噴

出岩として流紋岩があり地域的に安山岩や玄武岩質の

ものカミある.女川階の火成活動は台島階の後続的なも

のとして流紋岩紫蘇輝石安山岩の活動があリまた

玄武岩がある.船川階には安山岩がある.北浦階に

は両輝石安山岩の活動淋特長的であるが石英安山岩も

みられる.脇本階には紫蘇輝石安山岩狂どカミある.

そのほか北海道山形地方新潟地方などの火成活動一

についてのべ第5表の東北地方火成活動総合表にまと

めている.この総合表に示された火成活動史は大局

的にみて現在でもゆるがないりっぱな業績である.

加藤磐雄博士(1951～1955)は東北大学で行在ったぼう

大な研究成果をまとめ秋田県横手盆地から山形県新庄

盆:地にいたる広域の緑色凝灰岩層を特長づける火山岩類

節2栽

第1図男鹿串島のニノ目潟と戸

賀湾(藤岡教授1959)男鹿半島

西部の海雄は数100mの急崖をな

し海辺は小さv･組曲や岩礁にと

み黛勝地として有名である

此較的交通の便がよくまた堵宥

の露出がすこぷるよいので古く

から多くの地質学者により研究さ

れているここの地名をとって赤

縄層門榊層台島層酉黒沢層

と名づけられグリン･タフの研

究者は一度は見学にいくところ.㌃

である�



一7

徽

簸

瀦一

鱒概測鮒一驚一拙

～繁

端3東

北海道普森地
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第4衰

微固地方火成

活醐表

(棚井助教引受

ユ951)

の研究を発表された.加藤博士によれば高瀬川層･金

山層(台島･酉黒沢期にほぽあたる)の火山岩類の岩相

型の分布を水平的にみると横手盆地北縁･西縁･南縁

地区をへて新庄盆地北縁および南縁の各地区毎に比

較的酸性の岩相型と比較的基性の岩相型とカ茎交互にい

ちじるしv'発達を示しさらに酸性火山岩のv'ちじるし

い地区では多くの場合これと同岩質の凝灰岩がこれに

ともなっている.さらに重直方向の累積関係について

みると少なくとも塩基性火山岩類は比較的下位を占め

酸性火山岩類はその上位をしめ同時に後者は酸性凝灰

岩類によって強調されている.この累積関係は基性か

ら酸性への直線的漸移関係ではなく交互に反覆的断続

的関係をなし全体をしてそ彰)上限は験性火山岩活動に

よって代表されている､粗粒玄武岩類は』上記の反覆

的狂交互活動のうちの塩基性岩相型の最も後期のもので

さらにこれより上位の硬質頁岩層(女川期)の下部にま

でアソシエイトした一癖の刈五1砦類であると加藤博

士は述べている封

藤岡教授は加納教授ならびに茅原教授の研究成果(1954

･1955)を総括し次のように述べている.加納教授

は桂根層基底部女川層基底部砂子淵層を貫く岩脈な

どの流紋岩および男鹿半島の真山流紋岩(第2図)を研

究した.その結果によると後3者はアノンクレス流

紋岩であり前者も真山流紋岩にとも狂うものと同じく

アルカリ長石比の高いソｰダ流紋岩でこれら層準のこ

となるそれぞれの流紋岩も同質同型で本質的に同じで

ある.これらはいずれも海底噴出したもので地向斜

が西方移動した場合の正負相対活動の境界部噴出物にあ

たり地向斜の発展分化の過程を表わすものである.

`北海道
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第5表
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鮮新進第四紀

東北地1カ火成清効総合畿(棚井助教授は

か正鰍)

L灘腐安ω瑞婁､有英粗燭揚3｡玄武岩

裏｡肩葉飢1賭§.花開砦～施簡閲緑岩

6.鋤砺

籍2図

男鹿半島磯部夢)棚繍肋誠勝の真山流紋岩(鱗削授教蝸O)

真山流紋岩は門前期勿榊錯でありて加納数授および高

費博士{ごよぺζ詳しく破究惑れ次漆穿ゆ火I1磯玖)うち

重武岩や安凶糊斌く研究慈れ仙喝が流紋畿碇鳩石学

約研究は憾とん竺行溶わ寿ほい抵いグリン1タフ地

域の金属鉱床は流紋幾の楽い地域に蔽いこと匁どからみ

てぜひ研究し泳げ号しは匁ξ泌い�
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玄武岩については茅原教授は2回の顕著抵活動をみと(1)萩形変質安山岩期(門前期)

めた.すなわち台島一酒黒沢階の砂子沸玄武岩と女粗面岩質安山岩と変朽安山岩の活動によって代表され

川一船川階の間瀬玄武岩である､これらの岩駕およびる時期である｡粗面岩質安山岩はあまり厚くない熔岩

分布の研究から次のぶうに考えた(錦3図)｡これら火山礫凝灰岩粗粒一細粒凝灰岩の累層でしばしば正

の玄武岩の火山活動は地向斜発展に対応するもので沈常の堆積物をは窓む,堆積物と火山噴出物とははっ

降期に行抵われている｡そして玄斌岩の分布は積成きり分離した単層として箆なり堆積物が火山噴出物に

盆地の外廓にあたる官これは造陸運動の最多響が深部の水平的に急務するような現象はみられ舳'.濃色系の

ぬSalt至C脚破まではおよび深部のマグ㌢を誘導した熔岩に暗緑色暗戴緑色粗粒一中粒凝灰岩(オコシ状)

からであるう圭そして玄武岩の分布は濠た重力分布のカミともなわれる岨濃亀系の熔岩は綴密堅硬で割れ目

有様ともよく一致する､積成盆地内部の背斜またはドは硬質頁岩のよう校外屍を呈する場合が少狂くない.

一ムに噴出する玄武岩は基盤岩による腿芽的背斜構造変朽安山岩は粗面岩質安山岩にくらべ下厚い熔岩となり

形成運動に関連して噴出したものとみられ盆地周辺噴漂白されて淡亀系を呈する斑状の岩石である,

出と機構的には大体同じであろう｡加納教授と茅原教

授の酸性砦を塩基性による見解は表裏一体であり火山(2)大畜又輝石石英安山岩期(台島期)

活動が造陸運動に関連することを述べているのである.輝石有英安山岩の活動カミ特長的である.輝看石英安

山岩は野外において“赤リパ"とニックネｰムで呼ばれ

今田助教授(1954～1960)によれば出羽丘陵地域の粘るほど赤紫色をおびることの多い流理の発達した岩石

粒玄武岩は総じてソレイアイト岩系に属しいろいろので流紋岩のよう在外観を呈す.熔岩と火山礫凝灰岩

岩石型に分けられ第4図のように3帯にわけられる.噴出型凝灰岩があるいは互層しあるいは分布域をわけ

なお激麓石玄武岩の遊大地域に少量であるが紫蘇輝て相接している.熔結型凝灰岩をともない熔岩の一

石粗粒玄武岩や灰長石粗粒玄武岩ポある.これらの岩部も熔結凝灰岩とみられる.

石型の地域的な変せんは各岩型の成因に大きな意義を

もっと考え考察を加えている.(3)妙手淵玄武岩期(酉黒沢湖)

藤岡一男教授はグリン･タフ研究集会の代表者として砂予測玄武岩は広域にわたって活動したもので枕状

1956年に火成活動について総括されて以来現在にいた熔岩集塊岩火山負礫岩火山礫凝灰岩および凝灰岩

るまで数度にわたり見解を発表され啓蒙された.詳柾とからなり鍵層として重要な役割りを果たしている.

細につV'てはグリン･タフ地域の地質(鉱山地質第13杏仁状構造を普遍的に有する玄武岩でスピライト化す

巻第62号･1963)を参照されたい.

井上教授(1958～1960)は第6表のよう恋火成層序時

階を設けられ秋田油囲地域の新第三紀の火成活動につ

いて究明された.紙面の都合上同教授による各火成

層序時階についてのみ述べる.

第3図

中新世後期玄武栽瀬の分布

図(茅原一也蓋螂)

搬繊曳斌幾の労獅

'(吟顕吻毅擾王鰯)

十字1…1』の地域獄女別階1ζ棚ナ蕃陵鍛

練は硬質頁堵(攻川階)夏竈鞭鮒鮎0⑬鰍線

を表わす横線の滋入総繊絃織機荷繊絃≡

玄武堵の最も楽い漱縦線的鑓沃地繊絃馨

輝石概粒玄武坤の楽》慨蹴繊繭織の滋'

の原図である�
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第6表

ることが多い.

(4〕諏訪山石英安山岩期

新形変質安山岩期や大倉又輝石石英安山岩期の火山岩

は秋田油田の東西両縁山地に共通するばかりでなく青

森･秋岡県境地域にも分布している.次の砂子淵玄武

岩期の玄成岩は南北にも広く分布しながらも八郎潟東

:岸以西にみられず西方の分布域カミそれ以前の時代の火

成岩に比してせまくなっている.諏訪山石英安山岩期

にはさらにこの優向はいちじるしくなり太平山基盤山

地縁辺の東部に限られる.諏訪山石英安山岩期の熔岩

火山角礫岩は諏訪山付近にかぎられ凝灰岩カミその周囲

に発達している､赤味をおびた淡褐色を呈するもの

白色または灰白色で流理構造の発達するものカ三ある.

肉眼で斜長石の斑晶だけが少量みとめられるガラス質の

岩石である､

(5)数州玄裁磐類

愛染玄武岩および馬場周粗粒玄武岩の活動期である.

愛染玄武砦は火;五蛤体の部分よりも自破砕状または火

山角礫岩状を塁するとこるが多い.光沢のある黒色系

の若布で炭酸塩鉱物の自画綱脈カミ多くまだら状と妊る

十ぼ｡

第5図'漱田県北部藩毘村の紫波里峡(平山次郎技官撮影)紫波垂炎山

岩と呼ばれ安山潜熔岩や同質の火I⊥1砕肩揚からなる

ものも少在くなく撤麗石玄武岩である.馬場目粗粒玄

武岩はつねに貫入相で一般に黒色光沢のある中粒～粗

粒の岩石で風化面の玉ねぎ状構造の特長をもっている.

(6)組出火山岩類(まないたやま)

姐出火山岩類は女川階から船川暗中期に活動した中性

の火山:岩類である.第5図第6図第7図の紫波里

安山岩はこの時期に活動した.肉眼的に光沢のある黒

色ガラス質の安凶岩が多く暗灰色灰色をしめすもの

もある｡黒色のものは玄武岩と見誤まられることが少

狂くない.熔岩自破砕状熔岩火山角換岩火山礫

凝灰岩火山性礫着柾ど色々な産状を示す.ときに

火山弾の破片らしいものもふくまれる.火山噴出物か

ら正常の堆積物に急務しあるいは淘汰型凝灰岩中に火

山礫としている.時間の経過とともに普通輝石安山岩

から両輝石安山岩角閃石･紫蘇輝石｡普通輝石安山岩

黒雲母･病閃石石英安山岩へと変化したとみられる.

以上のほか各期の火山岩類の鏡下の特長について述べ

ているカミ割愛した.

北村助教授(1954～1963)と東北大学の併究者らによ

って脊梁山脈地域の火成活動が判明し花がとく終北

第6図秋岡県北部の藤里村滝ノ沢ガq峡(平山名樹ぎi963)

礫岩であって永麿されて円味をおぴている

紫波里安山岩の凝灰角

第7図紫波里安山岩の枕状熔岩(平

山次郎技官撮影)�
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村助教授は脅漁⊥脈地域の有英安{岩類の層位学的閥

鰯ン)いての研究を行か北｡北村助教授によれば

有英安{岩類はすくなくとも次の6つの層準に分ける

こと淡できる｡すなわち水期のも¢)より

ωは花ω猷αに梢姿する屯ので布典安山猫熔潜熔緒凝

灰岩柘よび軽肩凝灰猪からなるご受)狗菓泰山潜類愛もだ

ξ北花火山清動は串機独後期ぽ生篶たいあじるい'艦機

溜連動にともなって塗む花も球)で紡器

12)滅纐繭層赦婆ぽ相幾するものでごく局部約で齢る

㈹は新潮火山潜(大部分錦卿紀)ダ)兜駆玖泌ので現在の火

山の分布と最も密接な関係をしめしている熔措と熔緒凝

灰岩からなり鮮新世後期～更新世初期の東北日本全体に

生じたいちじるしい造構造運動に引続いた新潮火山活動の

先駆として噴出したものである

;4)は福岡層などに相当するものでごく局部的である

(5〕は鳴子地区の潟沼石英安山岩で熔岩を主としている

､･仰＼

亀

ドｰ麦㍗

､｡･べ:..

○

ノ'タ

�

､曲.ポ'

寧.･棚N

馨

'ミ

啓

一紬一葦搬搬雛潮鋤鱒

華1

轟/

藩11

蕃葦萎

第10図各地域の火111活動(生出博士ほか1960)

生田博士および大沼博士(工960)は東北地方を第8'

鰯のように構造区に分けて火成活動について述べている.

(錦留図錦五〇図錦u関綿工2図錦13図)奥羽区は

海浸の最も早かった&ごろで火山活動の鍛もはげしか

った地域である｡とくに向島から女州階まで引きっづ

いた大最の流紋岩の活動船川階にはじ変る石英安山岩

の活動および錦四紀の火山活動は奥羽区の特長である.

漢だ勘五闘に入ってからの隆起量の録=も讃しいところ

でもある吉出羽区は井沈降地帯をは松れば抵れに包含

しており特長は酉男鹿～西黒沢階に玄斌岩文蔵岩質

安山岩粗面玄武岩狂とが活動していることである.

この点大部分非沈降地域である北上･阿武隈区うちの高

館･霊山区に対応している.羽越区は女川階から船川

階へと引きつづいた著しい沈降と石油母層の発達によっ

て特長づけられる.火成活動は初期の酉男鹿階(ほぼ

門前期にあたる)と台島階および女川階をのぞいては静

かであった.初期の火山岩は奥羽区お対応して中性～

酸性岩カミ優勢でカルク･アルカリ岩に加えてアルカリ岩

カミ活動している.陸羽区は独自の性質をもち沈降量

カミ近隣地域にくらべて大きかったと同時に独自の方向

を有する隆起帯を形成している.松島一本荘帯は陸羽

区という独自の沈降帯のなかに独白に芽生えた造山性の

隆起帯と考えることカミでき東北地方で最も大きな第三

紀花筒岩カ粉布している.またこの帯には構造性あ

るいほ火山性の鵬没か存在している.以上にのべたこ

第8図アｰク構造と幟造区

(生山博士ほか1960)

H:訓1沈降帯(東北地方`こ限る)

N:鎮の重力異常

1:眞高帯2:阿武隈破砕構

3:棚愈破砕帯4:利樫川構

造線5:丹沢一嶺間帯§:糸

魚川～静岡線7:中央構造線

第1i図

地胸織形滅期の火成潜鋤(生田樽土憾か螂⑰)�
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となどから生出博士らは東北地方のグリン･タフ地向

斜は基本的には本州弧に沿った断層運動によって形成さ

れさらにそれと斜交する別の断層運動によって補強｡

拡大されてv･ると述べている.

生出博士らは酉男鹿～酉黒沢階の火山活動はグリン

･タフ地向斜形成期の激しい断層運動にともなうもので

最も激しくしかも広範囲にわたると述べている.その

うち最も活動の激しかった奥羽区では火山砕層岩の全

層厚が2,000m以上におよんでいるところカミある.阿

武隈区や出羽区のような非沈降帯では沈降地域にくら

べ活動カミ弱く玄武岩をともなう特長がある由これに

対して奥羽区羽越区および出羽区のたかの沈降地域

では活動がはるかにはげしく中性～酸性の活動力童優勢

である.女川階の基本的な運動は東北地方全体が大き

く酉に傾動していったことでこの運動は引きつづいて

おこなわれ東側の隆起に対して沈降の中心の西方移動

をもたらした.これと平行して七島弧方向の断層運動

にとも液ってブ回ヅク化が進み堆積盆地の分化をもた

らした.

これら2つの運動に加えて奥羽区では早くも船川階にお

いて深成作用と大量の石英安山岩の活動をともなう造山

運動に転化した.また生出博士らは粗粒玄武岩～玄武

岩について述べ酉で玄武岩が活動していた時期に東の

奥羽区では台島階から引きつづいて流紋岩が活動してい

活動(西男鹿層灘)はカルク･アノレカリ岩系の活動で

はじまってっいで亜アルカリ～アルカリ岩系高アル

ミナ型玄武岩とカルク1アルカリ岩系との複雑なアソシ

エイションにひきつがれそれ以後の時期す狂わち台

島層以後ではカルク1アルカリ岩系のみの活動によって

特色づけられていると発表された｡(第14図第15図)

また男鹿半島を含めた東北裏目本グリン･タフ地域一

第16図に示したトピラインから以西の地域一の火成活

動の共通の性格(組合せ)として

1)下部(西男鹿層群)では蛍アルカリ～アルカリ潜系とカル

ク･アルカリ岩系との密接柾アソシエイション

2)上部(台島層以上)ではカルク1アルカリ岩系のみの活動

3)下部1よ部をとおしてソレイアイト岩系の活動はほとんど

恋いがあってもまれである

という3つの特色をあげている.なお東北地方グリ

ン｡タフ地域において次のような3つの岩石区を設定

された.

��

(皿)

(皿)

t-t'ライン以東…･下部･上部をとおしてカルク･ア

ルカリ岩系十ソレイアイト岩系

t-t'ライン～a-a/ラインｰ･･下部でほ亜アルカリ岩

系十カルク･アルカリ岩系十(ソレイアイト岩系)上部

ではカルク･アルカリ岩系(ソレイアイト岩系)のみ

a-a'ライン以西…･アルカリ岩系十亜アルカリ岩系十

カルク･アルカリ岩系

述べている

鱗灘鵠蟻義聾騒垂

灘潔

､搬.

l1嚢1鰯繍鰯繊鱗鰯蟻

灘

岨嚢､

､鮒鱗籔

鱗榊

第12図松島～本荘帯

(生出博士ほか1960)

剃蝸錨澱～転化期の火成繍鋤

(生田跨±ほか1960)

騨樽�
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半

�ね

,旬…裏総灘…

寄る灘.灘ガ㌦鰹

ら,灘｡但舳･｡

蝸巧榔峠'"

至､玄武岩質安山岩(酉男鹿層群)2､

の部分は基底部礫岩)3.

:岩部層5.金ケ崎凝灰堵部層(底印は熔岩流)

7.安山岩質玄武岩8.西黒沢層9.

弱

(皿)a-a'ライン以西(男鹿･混梅岩石区)…

アルカジ岩か現出するそれにかなり多

量の亜アルカリ岩および少量の高アルミナ

型玄武着をともなうそのほか男鹿半

島ではソレイアイト岩がみとめられずカ

ルク･アルカリ岩が少量あるのに比べ温

海地区は両者がほぼ等量である

'1㌘㌻灘詔､一河野教授ならびに植囲助教授(1｡｡｡)らに

紬よって本邦の火成岩についてK-A法による

如淋吻匝囲

腫雪国函地質絶対年代の測定が行なわれている.こ

困魎匪…ヨ晒

畷璽困囲団㎜睡コの研究は正確抵グリン･タフ地域の新第三紀

剃5図男鹿半島緑色凝灰岩層地域の地質図(宮城助教授1958)火成活動を論ずるために絶対必要である.河野教授ら

塩瀬崎礫堵･凝灰岩部層(働印のみ

館1蝸凝灰岩部属(妓印は熔岩流)4･小浜砂によれば山形県北部及位付近朴木沢産の中新世初期の

6.榊1峠砂猪･礫岩部魑

真珠岩(岩脈)熔結凝灰岩(及位層最上部)の年代は2500万年である.

これら岩石区の火成活動の組み合わせのちがいの原因舟橋教授を中心として主として脊梁山脈地域の研究が

について述べまた東北地方の第四紀火山の岩石区とよ進められているが残念ながらいまだ公表されていない.

く似た傾向があることを指摘している(第17図).松本隆博士八島博士などの多数の地質学者によって研

その後1964年に東北地方グリン･タフ層中のアノレカ究されているが東北地方グリン･タフ地域のうち青

リ岩亜アルカリ岩柾らびに高アルミナ型玄斌岩につい森県｡秋田県･岩手県および山形県北部を対称としたも

ての研究を発表された.なお上述の岩石区とその特のにかぎり述べた.また地質ニュｰスであるので余り

長について再検討している.要約すると次のようであにも専門的な研究につv･ては割愛しグリン･タフ地域

る(第18図).の新第三紀の火成活動に焦点をおいて紹介した.次に

主として筆者自身の研究結果もととして東北地方のう

(I)t-t'ライン以東(奥羽岩屑区)･…ソレイアイト岩とカち青森県･秋田県･:岩手県および山形県北部のグリン

ルク･アルカリ岩の活動･タフ地域の新第三紀の火成活動についてのべること

(1I')tTt'ライン以東(霊前1高館岩屑区)…･大都分がソレ

イアイト捨で珍重のカルかアルカリ岩をとも放うさ

らにその上高アルミナ型玄武措と亜アルカリ岩の活動

(巫)

t-t'利ン～a-a'ライン(津醒邊出羽岩石区)･…多

量のカルクアルカリ岩とかなりの鐙のソレイアイト

岩が指摘要れているか抵りの量の亜アルカリ岩や高

にする.

(筆者は地質部)

第18図(注)

1.サニジンアルカリ～亜アルカリ流紋岩

2.アルブ皿一ド角閃石･サニジンコメント岩

3.サニジンリソイタイト型アルカリ～亜アルカリ流紋岩

4.トラキティック者

5､斑状亟アルカリ安111:岩質玄武拷

6.アルカリ粗粒玄武岩

7.高アルミナ型玄武岩

■印はアルカリ岩記号I皿皿'皿a～a'

扱らぴにま～重りま本文刺こ税関

第16図東北地方グリン･タフ地域の岩石区

(宮城助教授1963)

第17図東北地方の第四紀大川の特色と岩石

区(宮城助教授1963)

第18図東北地方グリンタフ幅の掛石区区分とアル

カリ婚･亜アルカリ塔･高アルミナ型玄武

岩の分布図(宮城助教授1964)�


